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良
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安
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７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

泉
廃
寺
跡
は
阿
武
隈
高
地
か
ら
太
平
洋
に
向
か
っ
て
流
れ
る
新
田
川
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
北
岸
の
縁
辺
に
位
置
す
る
。
発
掘
調
査
は

一
九
九
四

年
か
ら
行
な
わ
れ
、
二
〇
〇
三

年
ま
で
に

一
九
次
に
わ
た
る
調

査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
陸
奥
国
行
方
郡
衛
跡
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
郡
庁

・

９

正
倉
。館
・
逗
河
状
遺
構
が
確

大

認
さ
れ
て
い
る
。
郡
庁
は
建
物

ぐ
　
の
主
軸
方
位
が
真
北
方
位
よ
り

東
に
約

一
六
度
偏
す
る
Ｉ
期
、
真
北
方
位
を
向
く
Ⅱ

・
Ⅲ
期
か
ら
な
る
。
郡
庁

の
西
側
隣
接
地
に
は
正
倉
が
展
開
し
、
新
旧
二
時
期
の
正
倉
院
区
画
溝
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
時
期
の
区
画
溝
は
真
北
を
向
く
こ
と
か
ら
、
郡
庁
Ⅱ

期

・
Ⅲ
期
に
対
応
す
る
可
能
性
が
高
い
。
区
画
溝
の
内
部
に
は
地
業
を
有
す
る

礎
石
建
物
と
掘
立
柱
建
物
が
造
営
さ
れ
、
礎
石
建
物
の
中
に
は
円
丘
状
盛
土
地

業
を
伴
う
も
の
が
あ
る
点
は
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
は
農
業
基
盤
整
備
に
お
け
る
確
認
調
査
で
、
遺
跡
の
東
端
に
位

置
す
る
舘
前
地
区
で
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
後
は
盛
土
工
法
に
よ
り
遺

構
の
保
存
が
図
ら
れ
た
。
舘
前
地
区
は
、
調
査
以
前
か
ら
各
種
瓦
が
多
量
に
出

土
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
上
述
の
郡
庁
、
正
倉
な
ど
と
は
明
ら
か
に
異

な
っ
た
特
徴
を
有
す
る
。
同
地
区
の
評
価
は
今
後
の
調
査
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
陸
奥
国
行
方
郡
衛
附
属
寺
院
跡
と
位
置
付
け
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
整
地
層
、
掘
立
柱
建
物
四
棟
、
溝
、
井
戸
が
検
出
さ
れ
、
木

簡
、
軒
九
瓦
、
軒
平
瓦
、
平
瓦
、
丸
瓦
、
埠
、
鬼
板
、
中
世
陶
器
が
出
土
し
て

い
る
。
整
地
層
は
地
区
の
西
半
に
広
が
っ
て
お
り
、
多
数
の
ピ
ッ
ト
が
掘
り
込

ま
れ
て
い
る
。
整
地
層
に
カ
ワ
ラ
ケ
や
陶
器
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中

世
の
所
産
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
調
査
区
の
東
半
に
は
整
地
層
が
見
ら
れ
ず
、

掘
立
柱
建
物
四
棟
、
井
戸
三
基
、
瓦
溜

一
基
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構

は
柱
掘
形
や
井
戸
底
面
か
ら
の
出
土
遺
物
が
な
か
っ
た
た
め
、
厳
密
な
時
期
比

定
は
で
き
な
い
が
、
古
代
の
可
能
性
が
高
い
。
掘
立
柱
建
物
は
建
物
主
軸
が
真

北
か
ら
約
三
〇
度
東
に
振
れ
る
三
間
×
三
間
の
建
物

（Ｓ
Ｂ
こ

と
ほ
ぼ
真
北



を
向
く
二
間
×
人
間
の
建
物

（Ｓ
二

α
が
重
複
し
、
後
者
が
前
者
よ
り
新
し

い
。
更
に
Ｓ
Ｂ
二
は
瓦
溜

（Ｓ
Ｋ
こ

と
重
複
し
、
Ｓ
Ｋ

一
よ
り
古
い
。
瓦
溜

か
ら
は
軒
九
瓦
、
軒
平
瓦
、
九
瓦
、
平
瓦
、
埠
、
鬼
板
が
出
土
し
た
。

木
簡
は
、
こ
れ
ら
の
遺
構
の
東
側
に
位
置
す
る
三
基
の
井
戸
の
う
ち
の
Ｓ
Ｅ

一
か
ら
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｅ

一
は
検
出
段
階
の
平
面
形
は
正
円
形
で
、
直
径

一
・

八
ｍ
、
深
さ
は
二

・
五
ｍ
ま
で
で
調
査
を
終
了
し
て
い
る
。
木
簡
は
約
二

・
○

ｍ
付
近
の
堆
積
土
中
か
ら
出
土
し
、
ほ
か
に
は
平
瓦
、
鹿
角
、
骨

（鹿
？
。

鯨
）
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
は
こ
れ
ら
の
遺
物
と
と
も
に
丼
戸
内

へ
投

棄
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
・
□
□
　
」

。
□
□
位
」

（
ド
ド
∞
）
×
∞
∞
×
伽
　
ｏ
Ｐ
ｏ

上
端
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
下
端
、
両
側
端
は
原
形
を
留
め
る
。
墨
書
は
両

面
に
あ
る
が
、
墨
痕
自
体
は
失
わ
れ
て
お
り
、
文
字
は
風
化
を
免
れ
た
文
字
の

浮
き
上
が
り
に
よ
つ
て
確
認
さ
れ
る
。

表
面
は
中
央
に
縦
方
向
の
二
次
的
な
ケ
ズ
リ
が
及
び
、
墨
書
自
体
の
判
読
は

で
き
な
い
。
二
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
裏
面
に
は
二
も
し
く

は
三
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
最
後
の
文
字
の
み
が
判
読
で
き
る
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
山
形
大
学
の
三
上
喜
孝
氏
、
奈
良
文
化
財
研

究
所
の
馬
場
基
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
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